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世界の人口は、2050 年には 90 億人を超えるまでに
増加することが予測されています。それにともない世界
の食料総受給量は今後も増加傾向となることが確実で
あり、食料の安定供給と安全確保は人類生存の最重要課
題となっています。 

また今日に食料問題は、こうした人工増加のみなら
ず、食料価格の高騰、グローバリゼーションの進展、新
興国の経済発展、南北格差の拡大、食生活の高度化、地
球規模の気象異変等といった食を取り巻く諸条件の変
化によって、より複雑化・深刻化しています。 

これまでも、そしてこれからも食料問題の解決は、農
学に課された最大の使命でもあることはいうまでもあ
りません。 

平成 21 年 10 月 10 日開催されたシンポジウムでは、
農産物、畜産物、水産物における食料需要の現状と展望
を明らかにし、食料の安定供給と安全確保を目的とした
技術開発について紹介し、今後の農学の果たすべき役割
と課題について議論を深めることを目的としました。 

本書は、その成果の概要を詳細にわかりやすくまと
め、充実した内容の 1 冊となっています。 
研究者はもとより､学生や一般の方々など食料の安定供
給や安全に関心のある方にもお奨めします。 
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